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６月２日（火）第１回　検数労連１５夏季一時金交渉１０：00～１０：３０


１５夏季一時金交渉スタート！（要求書提出）


従業員の士気向上ためにも要求書に沿った回答を求める








検数労連代表者会議で１５夏季一時金要求書を確認





　５月２８日・２９日に開催された検数労連代表者会議で、１５夏季一時金要求とたたかい方について論議がされました。


各地域より様々な意見が出された結果、左記の通りの要求内容でたたかっていくことが全体で確認され、６月２日（火）に開催された第１回１５夏季一時金交渉で両協会に要求提出をしました。


　要求書提出にあたり、組合は経済的には回復傾向にあるも






































































































































【2015夏季一時金要求書】








２０１５年夏季一時金および諸労働条件の改善について、下記の通り要求いたします。





記





夏季一時金について


（１）要求方式と要求額について


①日検


（本給＋家族）×3.0ヶ月＋一律10万円＋都市加算


②全日検


職員Ａ


（本給＋家族）×3.0ヶ月＋一律20万円＋都市加算


職員Ｂ・見習い職員


（本給＋地域年齢手当）×3.0ヶ月＋一律10万円＋都市加算


③都市加算の支給区分と金額については、別表の通りとすること


④職員以外の者は、職員に準じて支給すること。





（２）支給条件について


①長期病欠者に対して、各々の支給基準の70％を支給すること。


②通勤災害による休業者についても労災休業者と同一取り扱い


とすること。


③一切の協会査定（特別評価）は行わないこと。


④転勤者の取り扱いについては、計算期間中のそれぞれの所属地の地域区分に基づく日割計算、または6月1日現在所属地


の地区区分かのいずれか有利な方を適用すること。


































































































ものの、港湾産業への波及効果は直接的に到達していない状況にある。


そのような中で、両協会の収支状況は既存業務の落ち込みはあるものの、一定安定していると聞き及んでいる。


　１５夏季一時金については「安定した一時金」を第一義課題とし、従業員のモチベー


ションを上げるべく要求に沿った回答の構築を求めて行くとの主張を行い、要求に対する趣旨説明を行った。























































































































【全日検主張】


　１５春闘での回答構築や現在の事業収入の減少傾向があるなかで、補正予算を組む必要がある。そのような状況下であるが、少しでも前進させるべく検討していく。


【日検協会主張】


　要求書と趣旨説明については充分聞かせてもらったので、今日は要求書を持ち帰り検討していきたい。
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１５夏季一時金　今後日程


６月　９日　第２回交渉（基礎数字）


６月１７日　第３回交渉予定（回答構築に向けた考え方）


６月２５日　第４回交渉（有額回答指定日）


スト権集約期間


６月２日（火）～１２日（金）まで。中央集約は１５日（月）正午まで。
































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


